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広範な相場観測法。相場の1サイクルは上昇・下降・上昇・下降・
上昇の5波動で上昇し、下降・上昇・下降の3波動で下降する8波
動で構成される。この中の上昇と下降はより小さい8波動で構成
される一方、全体はより大きなサイクルの上昇と下降の2波に相
当し、価格推移はフラクタル構造になっているとする考え方。現
在でも一部に根強い支持者がいる。

好機を待って投資機会を逸してしまうことを「押し目待ちに押し
目なし」と冷やかしていう。さらに、下降に転じた初期場面が押し
目に見える場合もあり、十分な注意が必要である。
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され、目安として＋0.7以上であれば正の相関（＝連動性）が強
く、－０.７以下であれば負の相関（＝逆行性）が強いと判断され
る。しばしば投資対象の特性を明らかにする目的で利用される。

で、前日比で上昇した値幅の合計が何％かを計算。100％に近け
れば買われ過ぎ、0％に近ければ売られ過ぎと判断する。名前は
Relative Strength Indexの直訳だが意味は不明。人気のある
手法だが、価格が継続的に上昇または下降している場合には
「騙し」が多くなるので注意が必要である。
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クラインを跨いだ時点でパターンは完成され、その後の反動が
ネックライン近傍に達することもあるので、それらの目安とされ
る。必ずしも水平であるとは限らず、日本の三尊天井／逆三尊底
で引かれることもある。
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　株券等が売買された数量のことで、株式は株数、先物は枚数。
取引所では、成立した取引の売り買いを一つの取引とし、いわゆ
る片道数量で表す。海外では、下降トレンドでは下降局面で売買
高が増えるとされ、供給圧力を表していると考えられている。し
かし、日本では上昇局面など先高期待がある場合だけ売買高が
増え、下降局面では減少することが多い。従って、日本では売買
高は需要圧力を表していると考えられる。
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　米国のジェラルド・アペルが1970年代後半に発表した、価格
変化を示すオシレーター。Moving Average Convergence-
Divergence（移動平均収束発散法）の略。MACDは長短2本の
指数平滑移動平均値の差、シグナルはMACDの指数平滑移動
平均値、ヒストグラムはMACDとシグナルの差。これらの組み合
わせにより、価格推移の加速や鈍化、方向転換を検知する。プロ、
アマチュアを問わず、内外に利用者が多い指標である。
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